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敏
宮
櫨降
柚明
院
（
旧
紫
禁
城）

を
訪
れ
た
と
き、

胸
に
「
紅
柑哨
兵
」

と
書
い
た
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
た

そ
少
年
に
出
会
っ
た。
「
紅
小
兵
」
と
い
う
の
は
文
章串
時
に
、
「
紅
衛
兵
」
と
並
ん
で
活
宿
し
た
が
『
紅
噌

‘

兵
」

と
い
う
の
は
日
本
に
は
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い。

関
〈
と、

こ
の
小
学
生
は、
『
紅
小
兵
』
の

中
で
災
申告
な
ど
の
と
き、

先
頭
に
立
つ
τ
活
動
す
る
当
番
に
あ
た
る
の
だ
と
答
え
て
〈
れ
た。
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万
寿
山
を
背
に
し
た
中
島
畿
緩
氏

私
に
と
っ
て
北
京
は
八
年
ぶ
り
で
あ
る。

一

月
八

H、

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
を
経
て
か
ら
凶
際
列
車

で
入
境、
九
日
制
北
京
に
将
い
た
。
厳
本
の
シ
ベ

リ
ア

と、

零
下
四
十
度
の
ウ
ラ
ン
パ

ー
ト
ル
を
続
出
し
て

訪
れ
た
北
京
は、
い
く
ら
か
暖
か
く
感
じ
た
が、
そ
れ

で
も
寒
さ
は
東
京
の
比
で
は
な
い
。

私
が
中
国
に
滞

在
し
た
一

週
間
は、

ち
ょ
う
ど
第
四
則
全
同
人
民
代

ぷ
大
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
だ
っ

た
が、

市
民
の
表
情、

街
の
光
景
は、

落
ち
若
い
て
い
た
。

前
回
私
が
訪
れ
た
北
京
は、

文
化
大
革
命
の
ま
っ

故
中
で
あ
っ

た。

壁
新
聞
や
紅
衛
兵
が
町
中
に
氾
澄

し、

町
中
が
喧
騒
に
満
ち
て
い
た
。

あ
の
八
午
前
の

激
動
す
る
牒
史
の
ひ
と
コ
マ
を
目
的核
し
た
私
は
、

今

回
の
北
京
の
落
ち
着
い
た
表
情
に
接
し
て、

多
く
の

感
慨
を
催
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た。
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全国人民代表大会は、 私が帰国してから開催が伝えられた。 だが、私の滞在中、

私は会人代開催間近と思われるいくつかの現象にぶつかった。l白磁機大衡に、 糊

あともさ主噌し〈貼られたステッヵーもそのひとつである。 それには、 r実際行動

によって第四期全人代の開催を迎えよう」 というスローガンか’Sかれていた。

ニの街だけで二れを見かけたのは、 会人代の代表がニニから選出されたからで

あろうか。

－虫歯車隊問 頃row �回目関

北
京
で
は
壁
新
関
は
会
〈
見
る
こ
と
が
で
事
な

に
は
多
〈
の
壁
新
聞
が
出
て
醤
題
を
呼
ん
だ
が、

と
大
書
さ
れ
た
文
字
だ
け
が
唯
一

の
復
縁
と
い
え

か
っ
た。

昨
年
の
春、

い
ま
は
復
跡
す
ら
な
い

ょ
う
か。

北
京
市
革
命
委
員
会
の
前
の
壁

。

た
だ、

そ
の
懸一
に
「
抗
叡」

紅衛兵t立文革のときとガラリと性格を変えた。 現在の車工衛兵は小

学生でクラスの40�＇；；、 中学生で70�－·いるそうだが、 その全員が赤い

腕章をつけているわけではない。つけているのは機範学生だという。

慨して、 女子学生に腕軍をつけているのが多い。

モンゴル人民共和国から国境を結えて、 内モンゴル自治区に入る

と r二連」 という駅がある。 この国境の駅頭では批林批孔遺動の成

果をたたえるポスターを見かけた。 しかし、 この祖のポスターやス

ローガンは、 北京に近づくにつれてその数が減っていったように思

才：＞:ti.る。

／
⑧ 11ん tうのところ、 L 、t 、日ばかり！：（心、ぇ

ませんね。でも、暮らしを楽し〈いろどる

工夫t�1t(;t忘れたくないものですhひとつ、

暮らしのアン列νを習Eえて、あなたのまわり

を見直してみませんか。意外ふふだん気

がつかなかったtころに、喜びっ てニろがっ

ているもの…。なにも、お隙やみんなと同じ

革Eらし店、追いかげることはあり ませんね。

あなたはあなたなりの生き方を大切に、

そして毎日をイキイキ！：／

E諸高�It>J1iti軍司蜘�';f,}I盟豆電‘V.�i!・

お鎗料の怒り込み口座｛主、全国220余の支店
どニでもお引き出しができる〈協和〉が便利
です。カードl枚でご預金がおろせるキャッシュ
カードをおつ〈円いたします．

－
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「
北
京
友
怠
商
店
」

は
外
国
人
専
用
の
デ
パ
ー
ト
で、
一

般
の
中
国
人
は
入
れ
な
い

ニ
ニ
に
は
高
級
ロ闘
を

中
心
に
笠
宮
な
品
物
が
矧
え
て
あ
る

さ
す
が
に
店
内
は
洗
練
さ
れ
た
ム
l
ド
に
あ
ふ
れ、

店
員
も
美
人

が
多
い

夜
に
な
る
と
北
京
て
は
珍
し
い
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
に
み
ら
れ、

ひ
と
き
わ
華
や
か
だ

外
国
人
向

け
に
限
ら
ず、

八
年
前
よ
り
も
消
費
財
が
皇
禽
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
憲
近
の
傾
向
ら
し
い



ウランパートルから北京まで汽車線て三日

ゴヒの砂漠地帯を、 日本のS Lファンかつ慶び

そうな蒸気機関車にひかれた国際列車がひた

すらま去りうづける ニの中の食堂撃は、 日本

のに 〈 らべれ ば 質 素 だが料理 はうまい と〈
に r回鍋肉J t立大変おいしかった。

こ
の
「
朝
霞
飯
庄」

は、

北
京
在
住
の
日
本
人
に
も
野
叫刊
の
山
西
料
理
の
店

て
あ
る

前
門
外
付
近
の
北
京
の
下
町
に
あ
る
が、

日
本
の
中
奪
衡
あ
た
り
て

よ
〈
み
る
店
の
犠
え
は
中
国
て
は
珍
し
い

お
い
し
い
う
ど
ん
や
包
子
（
ま
ん

じ
ゅ
う
）

を
出
し
て
〈
れ
る

タ

フ

で

ス

マ

ー

ト

な

守

り

の
一

番

手
。

キ

ン

マ

ツ

の

筏

術

が

こ

の

ド

ア

ロ

ッ

ク

の

す

み

ず

み

に

生

か

怠

れ

て

い

ま

す
P
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北
京
の
銀
座
と
い
わ
れ
る
ま
府
弁
の
近
〈
に
、
東
厳
胡
向
と
い
う
通
り
が
あ
る。
ニ
の
あ
た
り

は、
か
つ
て
、
日
本
の
中
国
へ
の
文
化
侵
回聞
の
拠
点
で
あ
っ
た
「
対
支
文
化
募
集
部
」
の
あ
っ
た
と

、
ニ
ろ。

ま
た
、

普
は
動晴
元
洪
総
統
の
居
宅
が
あ
り
、
文
学
者
の
胡
適
も
北
京
を
穆
れ
る
ま
で
住
ん

で
い
た。
現
在
は
中
国
科
学
院
近
代
史
研
究
所
が
こ
ニ
に
あ
る
が、
十
本
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

棒．
の
並
木
が
六
本
に
減
っ
て
い
た
以
外
は、

奮
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
残
す
北
京
機
丁
で
あ
る。

�宮1噂鈎院をめぐるお織にはJ悪い氷が張るので、 少年たちの格鋳のスケート織となる。 冬いっぱいはスケート

に興じる少年の姿が見られるそうだ。 ニ ニに限らず、 頗和国｛かつては酋太后の夏の富民生だった）の昆明湖でも、

�ムカ汁防れた日曜日にはスケート客で大変なにぎわいぶりだった。

私t立、 楽しそうにスケートに興ずる彼らを眺めながら、 8 :i手間の中国の変化を目のあたりに見る思いがした。


